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建築内で発生する固体伝搬音の多次元スペクトル解析による検討
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地盤振動等により建物内部で発生する固体音伝搬音の室各面からの

寄与を明確にするため多次元スベクトル解析を適用する。建物内の

固体伝搬音を対象としたとき，人出力聞の関係は共通成分で示され

ることが実験的に確認された。本研究では室各面の寄与から閉空間

における音響放射を検討することを目的としているため共通成分の

分割が必要である。そこで共通成分分割理論の検討・コンビュータ

シミュレーションによる検討を行い面の放射寄与分割を試みた。
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1.はじめに

筆者らは鉄道や自動車等の交通振動や建設作

業振動などにより建物内部で発生する固体伝搬

音について，発生源・伝搬経路・受振(受音)

まで系統立て予測する方法を検討している。こ

の中で建物居室壁面等からの放射に着目する

と，本研究で対象とする固体伝搬音は室を構成

する床・壁・天井からの放射寄与全てを考慮す

る必要があり，例えば床衝撃音予測に用いられ

る床面のみの振動と建築空間を対象とした音響

放射モデル川Yでは説明できない場合がある九

そこで室各面から放射音への寄与を検討するた

めに多次元スベクトル解析 31を応用する。本報

では出力として固体伝搬音を対象としたとき

に，入力(面振動)の共通成分で固体音が表せ

ることを実験的に確認し，更に各面の共通成分

が分割可能であるかコンピュータシミュレーシ

ョンにより検討した結果について示す。

2.多次元スベクトル解析による放射成分検討

2. 1. 評価項目

建物外部における振動源により発生する固体

伝搬音が，

入力の固有

成分と共通
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いて 1入力 図2 残差成分の計算過程

に着目したとき，その他の入力信号と非線形な

関係(伝達関数で表せない)にある成分と考え

る。共通成分とは同様の条件において線形な関

係(伝達関数で表せる)にある成分と考える。

これらの成分による寄与をスベクトル上で、検

討するため，関連する評価項目を以下のように

定義する。

出力信号のノイズ成分を除去し全入力の共通

成分により表されるスベクトルレベルを
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